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井
哲
夫
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『
准
南
子
と
諸
子
百
家
』

本
書
は

「
『
准
南
子
』

と
諸
子
百
家
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
と
す

る
」
も
の
で
あ
っ
て
、

『
准
南
子
』
と
い
う
書
物
に
ま
と
め
ら
れ
そ

こ
に
創
出
さ
れ
た
『
准
南
子
』
濁
自
の
思
想
的
意
味
の
究
明
を
意
国

し
た
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
そ
の
際
の
著
者
の
目
的
は
「
〈
『
准
南

子
』
の
〉
各
篇
の
一
つ
一
つ
の
中
心
的
立
場
で
書
か
れ
て
お
り
、
大

半
が
諸
子
百
家
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
い
う
の
を
前
提
に
、
『
准

南
子
』
に
盛
ら
れ
た
諸
子
百
家
の
思
想
の
獄
況
を
確
認
す
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
作
業
は
『
准
南
子
』
を
各
篇
ご
と
に
解
醸
し
、
そ

こ
に
諸
子
百
家
の
思
想
や
そ
の
痕
跡
の
渓
見
に
費
や
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
、
著
者
が
詮
拐
し
よ
う
と
す
る
の

は
、
戦
圏
諸
子
百
家
の
活
動
の
終
鷲
が
通
常
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

『
准
南
子
と
諸
子
百
家
』

粛

木

郎

哲

秦
漢
の
際
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
漢
代
に
入
っ
て
以
後
も
、
彼
ら
は

一
挙
波
と
し
て
存
在
し
、
永
く
活
動
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
に
あ

る
。
そ
う
し
た
目
論
み
で
構
成
さ
れ
る
本
書
の
内
容
は
第
一
部
「
『
准

甫
子
』
と
諸
子
百
家
」
全
六
章
と
第
二
部
「
『
文
子
』
と
『
老
子
』
の

研
究
」
全
三
章
か
ら
な
る
。

第
一
部
第
一
章
「
覚
冥
訓
・
本
経
訓
と
陰
陽
五
行
家
思
想
」
で
は

陰
陽
五
行
家
の
思
想
の
特
質
を
主
に
郷
約
に
関
す
る
史
書
の
記
述
や

『
呂
氏
春
秋
』
中
所
見
の
陰
陽
五
行
思
想
等
に
求
め
、
賢
冥
訓
・
本

経
訓
中
に
見
え
る
「
精
」
が
天
に
通
ず
る
と
い
う
設
、
天
人
相
関

読
、
悠
久
の
過
去
か
ら
今
に
至
る
歴
史
を
述
べ
る
こ
と
等
は
全
て
陰

陽
五
行
家
の
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
般
が
彼
ら
の
思
想
の
所
産
で
あ
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『
治
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子
と
諸
子
百
家
』

る
と
す
る
。
そ
う
し
て
、
同
様
の
思
想
や
記
鴻
か
認
め
ら
れ
る
天
文

訓
・
地
形
訓
・
時
則
訓
な
ど
も
覧
冥
訓
・
本
経
訓
と
同
様
に
陰
陽
五

行
家
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
重
「
主
術
訓
と
償
乱
系
法
家
思

想
」
で
は
、
戦
園
時
の
法
家
、
な
か
ん
ず
く
慣
到
の
思
想
に
法
家
思

想
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
求
め
、
主
術
訓
中
に
認
め
ら
れ
る
形
名
参
同

設
・
君
主
の
認
知
力
の
限
界
や
そ
の
主
観
的
剣
断
の
抑
制
等
は
そ
こ

に
用
い
ら
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
も
含
め
て
全
て
法
家
の
所
産
で

あ
る
と
い
う
。
第
一
一
一
章
「
湾
俗
訓
と
田
餅
系
道
家
思
想
」
で
は
『
荘

子
』
天
下
篇
や
『
呂
氏
春
秋
』
に
記
さ
れ
る
田
餅
の
思
想
や
行
跡
を

分
析
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
特
質
と
同
等
の
内
容
を
罫
俗
訓
中
に

確
認
し
、
費
俗
訓
が
回
餅
の
思
想
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
誘

く
。
第
四
章
「
読
山
訓
・
読
林
訓
と
名
家
思
想
」
で
は
、
篇
名
の
読

山
訓
・
読
林
訓
の
「
読
」
白
檀
が
弊
論
や
比
喰
を
意
味
す
る
鉾
論
修

僻
皐
上
の
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
読
話
や
比
喰
は
蛍
時

の
論
理
事
の
反
映
、
な
か
ん
ず
く
郵
析
の
コ
一
菌
性
L

の
論
理
で
あ

こ
れ
ら
の
二
篇
は
嘗
時
の
名
家
の
所
産
で
あ
る
。
第
五
章

「
人
関
訓
と
縦
横
家
思
想
」
で
は
、
『
鬼
谷
子
』
『
戦
園
策
』
「
戦
園
縦

横
家
書
』
を
遁
じ
て
縦
横
家
の
思
想
の
特
質
が
抽
出
さ
れ
、
人
関
訓

って、

七

の
記
述
お
か
そ
の
抽
出
さ
れ
た
概
念
と
一
致
す
る
と
し
て
人
関
訓
を
縦

横
家
の
所
産
と
す
る
。
第
六
章
「
修
務
訓
と
墨
家
思
想
」
で
は
、
修

務
訓
中
の
「
自
己
犠
牲
的
賞
践
を
強
調
す
る
」
部
分
に
塁
家
思
想
の

存
在
が
見
い
だ
さ
れ
、
補
足
的
に
功
利
主
義
的
思
惟
や
天
子
と
一
一
一

公
・
九
卿
を
読
く
件
が
墨
家
思
想
と
の
関
わ
り
で
読
か
れ
、
修
務
訓

は
蛍
時
の
墨
家
の
所
産
で
あ
る
、
と
い
う
。

こ
う
し
た
展
望
に
立
っ
て
著
者
は
「
『
准
南
子
』
と
い
う
書
物
は

全
鐙
的
に
は
道
家
思
想
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
個
々
の

篇
は
必
ず
し
も
道
家
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
先
秦
期
の
い

ず
れ
か
一
っ
と
特
に
関
係
す
る
」

O
二
三
八
頁
〉
と
し
て
、
『
准
南
子
』

の
各
篇
と
戦
園
の
諸
子
百
家
と
の
関
係
を

原
道
訓
・
仮
員
訓
|
道
家
。
天
文
訓
・
地
形
訓
・
時
則
訓
・

覧
冥
訓
陰
陽
五
行
家
。
精
神
訓
!
道
家
。
本
経
訓
|
陰
陽
五

行
家
。
主
術
訓

l
法
家
。
懇
穏
訓

l
儒
家
。
湾
俗
訓
・
道
臆

訓
・
氾
論
訓
・
詮
言
訓

i
道
家
。
兵
略
訓
|
兵
家
。
説
山
訓
・

読
林
訓
|
名
家
。
人
間
訓
l
縦
横
家
。
修
務
訓
l
墨
家
。
泰
族

訓
|
儒
家
。
要
略
訓
|
道
家
。
(
同
頁
)

の
よ
う
に
示
す
こ
と
に
な
る
。



一
九
七
三
年
、
河
北
省
定
勝
第
四
十
時
制
漢
墓
か
ら
竹

筒
『
文
子
』
が
端
技
現
し
た
。
寅
は
今
本
『
文
子
』
ほ
ぼ
回
寓
字
の

と
こ
ろ
で
、

内
、
一
三
高
字
ほ
ど
が
『
准
南
子
』
中
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

は
今
本
『
女
子
』
は
俄
書
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
『
准
南

子
』
と
『
文
子
』
の
踏
襲
の
関
係
は
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
今
回
の
渓
現
で
今
本
『
文
子
』
の
員
賞
性
が
俄
に
増

し
、
叶
抽
出
南
子
』
と
『
女
子
』
の
聞
に
何
ら
か
の
縫
承
関
係
の
存
在

が
珠
測
さ
れ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
う
し
た
設
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
、
『
准
南
子
』
の
思
想
の
淵
源
を
戦
園
の
諸
子
百
家
に

求
め
る
著
者
に
と
っ
て
は
一
看
過
し
え
な
い
大
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
で

著
者
自
身
が
『
文
子
』
に
つ
い
て
令
准
南
子
』
と
の
関
わ
り
で
)
検
討

を
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
本
書
の

第
二
部
で
あ
る
。
第
一
章
「
今
本
『
文
子
』
の
員
と
僑
」
で
は
、
竹

筒
『
文
子
』
か
ら
今
本
『
文
子
』
へ
と
分
量
が
増
え
る
過
程
で
『
准

南
子
』
の
文
章
が
取
り
込
ま
れ
た
と
い
い
、
第
二
↓
章
「
竹
筒
『
文

子
』
に
つ
い
て
」
で
は
、
竹
筒
『
文
子
』
の
特
色
が
道
家
思
想
を
主

に
儒
家
思
想
も
取
り
こ
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
成
立
時
が
戦
闘
末
に
あ

る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
『
准
南
子
』
が
『
文

『
准
南
子
と
諸
子
百
家
』

子
』
を
踏
襲
し
た
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
章

「
郭
広
楚
簡
『
老
子
』
」
こ
の
書
の
概
括
的
な
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い

る
以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
逼
じ
て
著
者
が

特
に
主
張
す
る
の
は
、
『
准
南
子
』
中
の
各
篇
は
戦
園
以
来
の
諸
子

百
家
の
所
産
で
あ
る
、
と
い
う
結
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
黙
か
ら
検
討

し
た
い
。
ま
ず
『
准
南
子
』
中
に
諸
子
百
家
の
思
想
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
の
著
者
の
指
摘
で
あ
る
が
、
概
括
的
に
一
言
っ
て
正
し
い
。
た
だ

し
そ
れ
は
著
者
が
想
定
す
る
よ
う
な
戦
闘
時
の
諸
子
百
家
が
漢
代
に

お
い
て
も
撃
波
と
し
て
濁
自
に
存
在
し
、
『
准
南
子
』
中
の
各
篇
は

そ
の
い
ず
れ
か
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
戦
闘
か
ら
漢

代
に
至
る
過
程
は
、
懸
史
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
封
建
制
が
解

燈
し
、
皇
帝
一
を
頂
上
に
戴
く
中
央
集
権
健
制
へ
至
る
襲
動
期
で
、
封

建
諸
侯
聞
に
遊
説
を
競
っ
た
戦
園
の
諸
子
百
家
は
そ
う
し
た
中
で
他

の
事
汲
の
思
想
と
融
合
し
て
そ
の
不
足
を
補
い
、
帝
園
の
思
想
と
し

て
相
官
臨
し
い
形
に
嬰
貌
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
途
上
で
著

わ
さ
れ
た
『
呂
氏
春
秋
』
は
従
っ
て
各
事
波
の
思
想
を
取
り
込
ん
で

融
合
的
な
思
潮
に
彩
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
傾
向
は
著
者
が
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『
准
南
子
と
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子
百
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『
准
南
子
』
に
組
問
し
て
行
っ
た
分
析
に
お
い
て
も
濃
厚
に
現
わ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
他
の
思
想
と
融
合
す
る
こ
と
で
肥
大
化
し
、
務
質

し
て
い
る
『
誰
南
子
』
中
の
諸
子
百
家
の
思
想
を
、
ど
う
し
て
戦
闘

時
以
来
の
事
波
の
概
念
で
捉
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
む
し

ろ
、
そ
の
融
合
し
、
闘
機
質
し
た
部
分
に
こ
そ
可
抽
出
南
子
』
中
の
諸
子

百
家
の
思
想
的
特
質
や
そ
の
時
代
的
な
意
義
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
確
か
に
著
者
の
言
う
よ
う
に
、
諸
子
百
家
の
思
想
は
秦
漢
の

際
を
援
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
斗
そ
れ
は
、

諸
子
百
家
が
そ
こ
を
境
に
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ

を
境
に
彼
ら
の
活
動
か
ら
こ
れ
ま
で
の
諸
子
百
家
と
し
て
の
意
義
が

失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
諸
子
百
家
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
漢
代
の
諸
子
百
家
の
痕
跡

を
『
准
南
子
』
中
に
尋
ね
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
ず
彼
ら
の
活

動
が
諸
子
百
家
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
る

り
、
そ
の
固
有
の
意
味
を
念
頭
に
お
い
て
、
そ
の
活
動
な
り
、
思
想

な
り
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
『
准

南
子
』
の
各
篇
に
諸
子
百
家
の
思
想
を
見
い
だ
す
管
み
は
、
こ
う
し

た
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
-
初
め
て
あ
る
程
度
の
意
味
を
持
つ
の
で

七
回

は
な
い
か
。

評
者
の
意
見
は
ほ
ぼ
上
述
し
た
こ
と
に
蓋
き
る
。
た
だ
、
著
者
の

議
論
は
、
『
准
南
子
』
の
各
篇
が
戦
園
の
諸
子
百
家
の
い
ず
れ
か

っ
と
の
関
連
で
成
っ
た
こ
と
を
白
明
と
し
、
篇
ご
と
に
取
り
扱
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
を
何
ら
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

往
々
破
綻
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
を
掲
げ
れ
ば
、
「
主
術
訓
と

法
家
」
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
主
術
訓
を
法
家
の

所
産
と
捉
え
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
主
術
訓
の
後
半

は
著
者
も
い
う
よ
う
に
儒
家
思
想
が
中
心
で
、
主
術
訓
自
鰹
は
法
家

の
形
名
参
同
設
と
儒
家
の
仁
義
読
を
君
主
た
る
者
の
統
治
術
と
し
て

一
万
す
か
の
観
が
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
著
者
は
一
篇
一
一
挙
波
を
前

提
と
す
る
建
前
か
ら
「
儒
家
系
統
の
錯
簡
か
、
儒
家
思
想
に
基
づ
い

て
書
か
れ
た
文
章
が
無
造
作
に
法
家
思
想
の
女
ぎ
に
置
か
れ
た
」
と

い
い
、
後
牟
の
儒
家
思
想
の
部
分
を
除
外
す
る
。
か
く
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
設
と
『
准
南
子
』
の
構
成
と
の
阻
娠
を
禰
縫
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
撃
波
の
思
想
を
確
定
す
る
際
に
極
め
て
牽
強
な
部
分

も
多
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
陰
陽
五
行
家
固
有
の
思
想
と
み
な
さ
れ

た
「
今
か
ら
美
一
帝
一
や
伏
義
・
女
嫡
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
世
の
盛
衰



を
、
政
治
の
得
失
と
そ
れ
に
釣
臆
す
る
災
異
・
瑞
鮮
を
あ
げ
な
が
ら

論
ず
る
」
こ
と
に
つ
い
て
み
た
い
。
著
者
が
こ
の
種
の
思
惟
を
陰
陽

五
行
家
の
特
質
と
み
な
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
『
史
記
』
孟
萄
列

停
中
の
郷
街
の
事
跡
寸
先
序
今
以
上
賢
一
帝
、
事
者
所
共
術
、
大
並
世

盛
衰
。
因
載
其
麟
鮮
度
制
。
推
而
遠
之
、
至
天
地
未
生
、
窃
冥
不
可

考
而
原
也
」
の
「
大
並
世
盛
衰
」
の
部
分
が
、
『
准
南
子
』
の
本
経

訓
で
は
世
の
盛
衰
が
鈎
比
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
を
根
擦
に
、
「
大

い
に
世
の
盛
世
と
表
世
と
を
鞠
比
し
て
論
じ
た
」
と
解
し
た
こ
と
に

よ
る
。
け
れ
ど
も
、
『
史
記
』
の
蛍
該
の
文
の
後
に
は
そ
の
具
鰻
例

が
嬰
け
ら
れ
て
「
先
列
中
園
名
山
大
川
通
谷
、
禽
獣
水
土
所
適
、
物

類
所
珍
、
因
而
捻
之
、
及
海
外
人
之
所
不
能
陪
、
稀
引
天
地
割
剣
以

来
、
五
徳
縛
移
、
治
各
有
宜
、
而
符
膝
若
弦
」
と
言
え
ば
、
い
う
と

こ
ろ
の
「
大
並
世
盛
衰
」
は
大
九
州
設
や
五
徳
終
始
訟
と
の
関
連
で

設
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
著
者
の
言
う
よ
う
な
古
代
か
ら
の

世
の
盛
衰
だ
け
を
視
座
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。

」
う
し
た
例
が
存
す
る
こ
と
以
外
、

『
准
南
子
」
の
思
想
を
分
析

ず
る
際
に
用
い
る
概
念
の
規
定
が
あ
ま
り
に
一
般
的
で
、
そ
れ
ら
が

そ
の
思
想
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
往
々
で
あ
る

『
准
南
子
と
諸
子
百
家
』

こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
経
訓
が
陰
陽

五
行
家
の
思
想
で
あ
る
と
い
う
場
合
、
陰
陽
五
行
家
の
思
想
の
特
質

を
「
有
紳
論
」
「
紳
話
的
世
界
」
「
天
文
事
・
律
暦
の
墜
と
の
密
接
な

閥
係
」
「
陰
陽
五
行
設
」
「
天
人
相
関
設
」
「
気
の
思
想
」
「
儒
家
な
ど

と
関
連
す
る
倫
理
・
政
治
思
想
」
「
五
徳
終
始
設
な
ど
の
歴
史
観
」

「
非
日
常
的
イ
メ
ー
ジ
を
騒
使
す
る
文
穫
し
等
の
諸
項
目
で
括
り
、

こ
う
し
た
要
素
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
本
経
訓
は
陰
陽
五
行

家
の
所
産
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
が
指
摘
す
る
こ
う
し
た
特

徴
は
他
の
思
想
家
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
分
析
項
目

に
よ
っ
て
ど
う
し
て
本
経
訓
を
陰
陽
五
行
家
の
所
産
と
認
め
得
る
の

か
、
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
漠
然
と
共
通
す
る
項
目
を
列
奉
し
て

爾
者
の
封
比
を
行
う
よ
り
も
、
爾
者
が
共
通
の
思
想
で
あ
る
こ
と
を

決
定
づ
け
る
要
因
を
摘
出
し
、
そ
の
比
較
の
下
に
論
じ
ら
れ
た
な
ら

あ
る
程
度
の
説
得
力
も
持
つ
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
著
者
は
『
准
南
子
』
中
に
戟
園
以
来

の
諸
子
百
家
の
活
動
を
譲
み
取
ろ
う
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
高

誘
の
「
准
南
鴻
烈
解
絞
」
に
『
准
南
子
』
の
著
者
を
説
明
し
て
「
天

多
往
婦
E

品
。
於
是
途
輿
蘇
飛
・
李
向
・
左
央
・
回

下
方
術
之
士
、

七
五



『
准
南
子
と
諸
子
百
家
』

七
六

由
・
雷
被
・
毛
被
・
伍
被
・
音
回
目
等
八
人
、
及
諸
儒
大
山
・
小
山
之

徒
、
共
議
論
道
徳
、
総
統
仁
義
、
而
著
此
書
」
と
設
か
れ
る
人
々
が

蛍
時
の
諸
子
百
家
と
ど
う
い
う
関
係
に
置
か
れ
る
の
か
営
然
説
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
黙
に
闘
す
る
説
明
が
全

く
な
い
。
説
明
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

最
後
に
『
文
子
』
と
『
准
南
子
』
の
関
係
に
つ
い
て
燭
れ
て
置
き

た
い
。
近
年
に
至
っ
て
『
文
子
』
の
研
究
は
非
常
に
進
展
し
、
今
日

で
は
今
本
『
文
子
』
と
『
准
南
子
』
の
関
に
は
何
の
継
承
関
係
も
存

し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
著
者
の
研

究
は
正
鵠
を
射
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
代
わ
っ
て
提
起
さ

れ
て
い
る
の
は
『
文
子
』
と
『
准
南
子
』
が
基
づ
く
こ
と
に
な
っ
た

共
同
の
組
本
の
存
在
で
あ
る
(
丁
原
植
民
『
《
准
南
子
》
輿
《
文
子
》
考

弊
』
寓
念
品
慣
闇
書
有
限
公
司
、
等
)
。

今
後
『
文
子
』
の
研
究
の
進
展
い

か
ん
に
よ
っ
て
は
「
准
南
子
』
の
成
立
の
事
情
に
も
再
検
討
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ハ
A
五
版
、
四
六

O
頁、

一O
O二
年
六
月
、
朋
友
書
庖
刊
U


